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話　　題

　

３
月
21
日（
土
）、小
国
町
隣
保
館
で
、Ｋ

Ｋ
Ｔ
く
ま
も
と
県
民
テ
レ
ビ「
テ
レ
ビ
タ

ミ
ン
」で
お
な
じ
み
の
本
橋
馨
さ
ん
を
お

招
き
し『
～
男（
ひ
と
）と
女（
ひ
と
）の
お

も
ろ
い
話
～
』と
題
し
て
、男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
小
国
郷（
共
催
：
小
国
町
・

南
小
国
町
）を
開
催
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、番
組
の
モ
ッ
ち
ゃ
ん

１
番
よ
り
、幾
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
笑

い
と
余
談
を
交
え
な
が
ら
、プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
の
思
い
出
や
、放
送
で
は
言
え
な
い

こ
ぼ
れ
話
な
ど
軽
快
な
ト
ー
ク
で
紹
介

し
、会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

 　

話
題
の
中
で
は
夫
婦
で
お
互
い
を
ど
う

呼
び
合
う
の
か
、普
段
使
っ
て
い
る
言
葉
の

語
源
や
意
味
、そ
し
て
人
の
心
の
変
化
と

そ
の
優
し
さ
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
、「
何
で

も
当
た
り
前
と
思
わ
ず
、夫
婦
お
互
い
に
感

謝
す
る
こ
と
」が
大
切
だ
と
強
調
さ
れ
ま

し
た
。特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
が
家
事
や
育

児
の
話
題
で
は
、本
橋
馨
さ
ん
自
身
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
、家
事
を
積
極
的
に
す
る

よ
う
に
な
る
ま
で
の
経
緯
な
ど
、本
橋
さ
ん

の
意
外
な
一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
、会
場

中
の
多
く
の
参
加
者
が
頷
い
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
締
め
括
り
と
し
て

小
国
町
在
住
の
方
か
ら
の
心
温
ま
る
投
稿

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

 　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
後
は
、本
橋
さ
ん
が
、プ

レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
来
た
こ
と
を
発
表

す
る
と
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
が
は
じ
ま
り
、

会
場
は
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。サ
イ
ン

会
も
行
わ
れ
、最
後
の
最
後
ま
で
記
念
撮

影
の
た
め
に
残
ら
れ
て
い
る
参
加
者
も
居

り
、大
盛
会
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パ

ニ
ー
様
か
ら
、悠
木
の
里
づ
く
り
事
業
基

金
へ
、多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ご
厚
意
に
感
謝
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、

そ
の
ご
希
望
や
主
旨
に
沿
い
、基
金
に
積

み
立
て
小
国
町
が
ん
ば
る
地
域
支
援
補
助

事
業
等
々
に
、有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

  

　

室
原
正
英
さ
ん（
宮
原
）が
総
務
大
臣
か

ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱（
再
任
）さ
れ
ま

し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
行
政
相
談
委
員
法
に

基
づ
き
委
嘱
さ
れ
る
も
の
で
、住
民
の
皆

さ
ん
の
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
感
じ
た
役

所
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
要
望
な
ど

を
直
接
受
け
付
け
、住
民
と
役
所
の
パ
イ

プ
役
と
な
り
、そ
の
解
決
・
実
現
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

　

小
国
町
で
は
、毎
月
隣
保
館
で
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
小
国
町
隣
保
館
☎
４
６
‐
５
７
２
０

平
成
26
年
度
　
男
女
共
同
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
小
国
郷
開
催

ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー

悠
木
の
里
づ
く
り
事
業
基
金
へ
寄
付

行
政
相
談
委
員
委
嘱（
再
任
）

参加者に語り掛ける本橋さん

ジャンケン大会で盛り上がる会場
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防　　災

　

平
成
27
年
4
月
1
日（
水
）

小
国
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

で
昇
級
団
員
並
び
に
新
入
団

員
の
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
ず
北
里
町
長
か
ら
権
藤

団
長
に
令
交
付
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
に
権
藤
芳
春
団
長
か

ら
昇
級
幹
部
へ
辞
令
が
交
付

さ
れ
、そ
の
後
16
名
の
新
入

団
員
の
辞
令
交
付
も
行
わ
れ

ま
し
た
。新
入
団
員
を
代
表

し
、第
一
分
団
の
北
里
仁
尋

団
員
が
宣
誓
を
行
い
終
了
し

ま
し
た
。

　

昇
級
さ
れ
た
団
員
の
み
な

さ
ん
新
入
団
の
み
な
さ
ん
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
団
で
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
ご
期
待
い
た
し

ま
す
。

（
※
敬
称
略
）

★
本
部

　

団　

長　
　

権
藤
芳
春

　

副
団
長　
　

松
野
英
一

　

副
団
長　
　

時
松
一
義

　

副
団
長　
　

横
田
康
成

★
第
一
分
団

　

分
団
長　
　

上
野
雄
輔

　

副
分
団
長　

清
水
達
也

　

部
長　
　
　

佐
伯
竜
一

　

部
長　
　
　

近
江　

博

　

班
長　
　
　

児
玉
文
行

　

班
長　
　
　

樋
口
紀
貴

　

班
長　
　
　

髙
野
聖
道

★
第
二
分
団

　

分
団
長　
　

宇
都
宮
久
人

　

副
分
団
長　

渡
邉
辰
雄

　

部
長　
　
　

梅
木
賢
司

　

部
長　
　
　

清
永
孝
徳

　

班
長　
　
　

河
津
礼
人

　

班
長　
　
　

梅
木
康
成

　

班
長　
　
　

穴
井
憲
誠

★
第
三
分
団

　

分
団
長　
　

橋
本
春
三

　

副
分
団
長　

春
山
幸
一

　

部
長　
　
　

渋
谷
睦
雄

　

部
長　
　
　

吉
野
英
治

　

班
長　
　
　

佐
藤　

隆

　

班
長　
　
　

橋
本
弘
二

　

班
長　
　
　

北
里
栄
敏

★
第
四
分
団

　

分
団
長　
　

穴
井
帝
史

　

副
分
団
長　

今
永
公
昭

　

部
長　
　
　

永
野
成
人

　

班
長　
　
　

松
野
公
博

　

班
長　
　
　

坂
本
繁
敏

★
第
五
分
団

　

分
団
長　
　

石
橋
範
敏

　

副
分
団
長　

山
中
清
志

　

部
長　
　
　

小
陣
洋
明

　

班
長　
　
　

髙
野
省
二

★
第
六
分
団

　

分
団
長　
　

橋
本
正
輝

　

副
分
団
長　

岩
見
暢
靖

　

部
長　
　
　

穴
井
喜
一
郎

　

班
長　
　
　

浅
海
孝
之

　

班
長　
　
　

河
津　

剛

　

班
長　
　
　

佐
藤
保
雄

　

班
長　
　
　

北
里
瑞
穂

　

班
長　
　
　

原
部　

博

　《
新
入
団
員
》

★
第
一
分
団

　

団
員　
　
　

秋
吉
誠
二

　

団
員　
　
　

髙
倉
真
道

　

団
員　
　
　

簗
瀬
和
俊

　

団
員　
　
　

北
里
仁
尋

　

団
員　
　
　

木
下
翔
太

★
第
二
分
団

　

団
員　
　
　

山
本
吉
峰

　

団
員　
　
　

菅　

直
則

　

団
員　
　
　

坂
田
智
紀

　

団
員　
　
　

平
野
孝
博

★
第
三
分
団

　

団
員　
　
　

穴
見
裕
樹

　

団
員　
　
　

宮
崎
英
樹

　

団
員　
　
　

千
明
和
浩

★ 

第
五
分
団　

　

団
員　
　
　

河
津
秀
喜

　

団
員　
　
　

村
瀬
信
一

　

団
員　
　
　

武
内
祐
二

★
第
六
分
団

　

団
員　
　
　

穴
井
敏
一

《
退
職
団
員
》

　

副
団
長
小
陣
良
幸
さ
ん

を
は
じ
め
21
名
の
方
が
平

成
27
年
3
月
31
日
を
も
っ

て
退
団
さ
れ
ま
し
た
。永

年
に
わ
た
り
ご
尽
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

平
成
二
十
七
年
度
小
国
町

消
防
団
辞
令
交
付
式

防災豆知識　　「土砂災害（種類と前兆）」について

風水害からの避難の注意点

▼動きやすく安全な服装で

▼ �隣近所で声を掛け合い、集団で避難する

▼ �足元に注意 ▼深さに注意

▼災害時要援護者の安全を確保

　今年も、もうすぐ梅雨の季節を迎えようとしています。災害に備え、今月号から防災豆知識を連載いたします。今回は土砂災害
の種類と前兆について説明をします。
　小国町は山間部で急峻な地形の中に、集落が点在しています。そのため、長雨や大雨などで土砂災害が発生する恐れも高い
地域といえます。土砂災害が発生すると大きな被害を引き起こすこともあります。次のような現象を察知したら、早めに避難し、
役場などに通報しましょう。

ヘルメット防災ずきんで頭を保
護。靴はひもで締められる運動
靴に。はだし・長靴は厳禁。

単独行動はしない。はぐれないようにお互いの身体
をロープなどで結ぶ。

水面下には側溝や穴ほげな
どの危険があるので、長い
棒などで確認する。

歩行可能な水深は、約 50cm。
水の流れが速ければ、20cm 程度でも要
注意。無理せず、高所で救助を待つ。

高齢者や乳幼児などは背中に背負い、
子どもには浮き袋をつける。

雨でやわらかくなった斜面が急激に
崩れ落ちる。最も多い土砂災害です。

山腹や渓流の土砂が一気に下流へ
押し流される。破壊力が大きい。

斜面の一部が地下水などの影響でゆっ
くりと滑り落ちる。被害は広範囲に及ぶ。

こんな前兆に注意　
●崖からの水がにごる
●地下水や湧水が止まる
●斜面のひび割れが発生
●小石が落ちてくる
●崖から異常な音がする
●異様なにおいがする

こんな前兆に注意
●近くで山崩れが発生
●立木の裂ける音がする
●岩の流れる音がする
●山鳴りがする
●川の水量が減少する
●川が濁ったり、流木が混ざる

こんな前兆に注意
●地鳴り、家鳴りがする
●根の切れる音がする
●地面が振動する
●地面にひび割れができる
●井戸や沢の水がにごる
●崖や斜面から水が噴き出す 

がけ崩れ 土石流 地すべり



 

 

○国民健康保険のしくみについて

○国民健康保険の現状について

図１
225,000,000

220,000,000

215,000,000

210,000,000

205,000,000

図 2
730,000,000
720,000,000
710,000,000
700,000,000
690,000,000
680,000,000
670,000,000
660,000,000

H23

H23

220,947,489

685,372,319

220,794,687

702,998,429 722,458,547

213,196,061

単位：円

単位：円

税　収

医療費

H24

H24

H25

H25

○ 1 年に 1 回は特定健診を受けましょう

小国町国民健康保険からのお知らせ

　国民健康保険は病気やけがをしたときの医療費にあてるため、被保険者全員で保険税を納めて
いただき、医療を受けるときに負担を軽くする助け合いの制度です。被保険者の方が病院等で医療
を受けたときに支払う医療費は 3 割（未就学児 2 割、70 歳以上 1 ～ 3 割）で残りを保険税（50％）
と国・県・町（50％）で負担することが基本的なしくみです。

　平成 27 年 3 月末現在の国民健康保険の被保険者は 2,680 名で小国町の人口の約 35.2％の方が
加入しています。
　被保険者は年々減少しており、また、一人あたりの国民健康保険税額が減少していることから、
税収も年々減少しています（図１）。その一方で、医療費は被保険者の高齢化や医療技術高度化な
どにより大幅に増加しています（図２）。
　そのため、平成 25 年度と平成 26 年度の 2 年間で約 5,900 万円の財政調整基金（貯金）を使い、
平成 27 年 4 月現在で財政調整基金の残額が約 700 万円という状況になっています。

　小国町では毎年 7 月中旬に集団健診を行っており、国民健康保険被保険者の方については、小
国町国民健康保険が特定健診の費用を助成をしています。自分の体の状態を把握して、生活習慣
病を予防しましょう。また、病気の早期発見により重症化・慢性化を防ぎましょう。

4OGUNI 2015.5

福　　祉



5 OGUNI 2015.5

公立病院

総
看
護
師
長
と
し
て
の
思
い

小
国
公
立
病
院　

総
看
護
師
長　

波
多
野
智
子　

　

平
成
27
年
４
月
1
日
よ
り
、総
看
護
師

長
と
し
て
役
割
を
担
う
事
に
な
り
ま
し

た
。

　

月
日
の
流
れ
は
早
い
も
の
で
、小
国
郷

に
縁
を
頂
い
て
早
30
年
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
る
中
、こ
の
よ
う
な
お
話
を
頂
き

ま
し
た
。戸
惑
い
や
不
安
が
大
き
く
、決
し

て
適
任
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

少
し
で
も
地
域
の
皆
様
の
た
め
に
役
立
て

る
よ
う
に
前
向
き
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
存
知
の
様
に
、当
病
院
で
は
、看
護
師

不
足
、医
師
不
足
、及
び
看
護
助
手
や
検
査

技
師
に
至
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
慢
性
的
に

不
足
し
て
い
ま
す
。マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足
に

よ
り
、時
に
は
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
が
ご
提

供
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、少
な
い
ス
タ
ッ
フ
で
も
、一
人
一
人
が

出
来
る
事
を
き
ち
ん
と
行
い
、皆
で
力
を

合
わ
せ
れ
ば
一
人
で
は
困
難
な
事
も
解
決

の
糸
口
が
み
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。よ

り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
出
来
る
様
な

チ
ー
ム
の
輪
が
築
い
て
い
け
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

病
院
の
み
な
ら
ず
、行
政
機
関
、介
護
施

設
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、住
民
の
皆

様
の
健
康
を
守
り
、安
心
し
て
医
療
や
介

護
を
受
け
て
頂
け
る
様
に
、職
員
一
人
一
人

が
、専
門
職
の
自
覚
を
も
ち
、医
療
事
故
防

止
に
心
が
け
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し

て
日
々
努
力
し
て
お
り
ま
す
。又
、接
遇
の

面
で
も
、気
持
ち
よ
く
病
院
を
ご
利
用
い

た
だ
け
る
様
、対
応
や
言
葉
使
い
に
気
を

配
る
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。ま

だ
ま
だ
、配
慮
が
不
十
分
で
は
あ
り
ま
す

が
、今
後
改
善
し
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」と
い
う
言
葉
の

ご
と
く
、今
の
こ
の
思
い
を
忘
れ
ず
に
、小

さ
な
声
に
耳
を
傾
け
、自
分
の
家
族
を
看

る
様
な
気
持
ち
で
毎
日
の
仕
事
に
励
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、未
熟
で
、一
人
立
ち
出
来
て

い
ま
せ
ん
が
、全
職
員
に
支
え
て
頂
き
、

日
々
努
力
し
て
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に

前
向
き
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。何
か
お
役
に
立
て
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
声
を
お
掛
け
く
だ

さ
い
。

　

今
後
も
皆
様
か
ら
の
暖
か
い
ご
指
導
並

び
に
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

 

 

新
任
医
師
紹
介

小
国
公
立
病
院
　
看
護
師
長
紹
介

泉
　
大
輔（
い
ず
み
　
だ
い
す
け
）

●
生
年
月
日
：
昭
和
58
年
11
月
15
日

●
出  

身  

地
：
宇
城
市
松
橋
町

●
専
門
分
野
： 

消
化
器
外
科
、
救
急
・

外
傷

●
趣　
　

味
：
ゴ
ル
フ

　

3
ヶ
月
と
短
い
期
間
の
赴
任
で
は
あ
り

ま
す
が
、
積
極
的
に
地
域
の
医
療
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
小

国
を
精
一
杯
楽
し
ん
で
帰
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

外
来
看
護
師
長

松
原
　
恒
子

●
得
意
分
野
：
外
科
系
看
護
全
般

　

い
つ
も
外
科
外
来
に
お
り
ま
す
の

で
、
検
査
な
ど
外
来
の
事
で
お
困
り
の

時
は
、
お
気
軽
に
お
声
掛
け
下
さ
い
。

２
Ｆ
看
護
師
長

山
岡
　
京
子

●
得
意
分
野
： 

母
子
看
護
・
保
険
、
外
科
系

看
護
、助
産
師
、ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
資
格
あ
り

　

医
療
と
介
護
を
連
携
し
、
１
日
で
も

早
く
在
宅
で
の
生
活
が
で
き
る
様
、
病

棟
よ
り
支
援
を
し
て
お
り
ま
す
。
笑
顔

を
基
本
に
、
患
者
さ
ん
と
の
対
話
を
大

事
に
し
て
い
ま
す
。

３
Ｆ
看
護
師
長

松
崎
　
利
子

●
得
意
分
野
： 

急
性
期
か
ら
慢
性
期
ま

で
看
護
全
般

　

患
者
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ

が
働
き
や
す
い
病
棟
を
つ
く
る
様
、
努

め
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
退
院
の
時

の
笑
顔
が
喜
び
で
す
。
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4
月
8
日（
水
）午
前
、新
任
式
・
始
業
式
が

あ
り
ま
し
た
。

　

新
任
式
で
は
７
人
の
先
生
方
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。生
徒
は
新
た
な
先
生
方
へ
期
待
の

ま
な
ざ
し
で
、大
き
な
拍
手
を
送
り
、歓
迎
の

意
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

　

始
業
式
の
校
長
講
話
で
は
、目
標
を
定
め

社
会
生
活
に
必
要
な
力
を
つ
け
る
こ
と
の
大

切
さ
が
話
さ
れ
、生
徒
た
ち
は
真
剣
な
表
情

で
聞
い
て
い
ま
し
た
。ま
た
、3
年
生
は
進
路

実
現
へ
向
け
、貴
重
な
時
間
を
し
っ
か
り
意
識

し
目
的
意
識
を
持
っ
て
過
ご
す
よ
う
に
と
の

激
励
を
受
け
、身
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

　

同
日
午
後
、入
学
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

男
子
27
人
、女
子
24
人
、計
51
人
が
入
学

し
、緊
張
し
た
様
子
で
式
に
臨
み
ま
し
た
。そ

の
後
、初
め
て
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
真
剣
に
担

任
の
先
生
の
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

 　

4
月
9
日（
木
）、対
面
式
・
部
活
動
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。

　

1
年
生
は
、先
輩
た
ち
の
個
性
あ
る
部
活

動
紹
介
に
、笑
顔
を
み
せ
、時
に
は
驚
き
の
表

情
を
見
せ
な
が
ら
、ど
の
部
活
に
入
部
す
る

か
考
え
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

６
月
１
日
は
、人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、毎
年

６
月
１
日
を「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」と
定

め
、こ
の
日
を
中
心
と
し
て
特
設
の
人
権
相

談
所
を
開
設
す
る
等
、一
層
の
人
権
尊
重
思

想
の
啓
発
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

小
国
町
に
は
、小
国
町
長
か
ら
推
薦
さ

れ
て
、法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次
の
人
権

擁
護
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

○ 

原
山　

清
美（
宮
原
）　　
　

○ 

穴
井　

千
鶴（
上
田
）

○ 

石
松　

英
雄（
西
里
）

○ 

坂
田
徹
志
郎（
黒
渕
）

　
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」に
あ
わ
せ
て
、

特
設
の
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

小
国
郷
の
人
権
擁
護
委
員
が
対
応
し
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日 

時

　

６
月
３
日（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

◆
場 

所
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

小
国
町
隣
保
館

　
（
パ
ラ
ソ
ル
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
４
6
‐
５
７
２
０

※ 

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。　

お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

小
国
高
校

通
信
よ
り

小
国
高
生

小
国
高
生

小
国
高
校
新
任
式
・
入
学
式

全
国
一
斉「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
人
権
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

　町では、4 月より新たに 2 名の地域おこし協力隊
を雇用し、3 名で活動を行っていきます。

　人口減少や高齢化が進む自治体において、地域外の人材
を積極的に誘致し、その定住を図ることで、都市住民のニー
ズに応えながら、地域力の維持・強化を図っていくことを目
的とする取り組みで総務省の支援を受けて行う制度です。

　特産品の調査・研究やふるさと納税を担当しています。
　ふるさと納税を増やすには多様で魅力的な特産品があ
ることが重要です。
　小国町にふさわしい特産品をご提案くださいますよう、
どうぞよろしくお願いいたします。

　環境モデル都市としての町の低炭素化に関する仕事を
担当しています。
　東京出身なので小国の色々なことが新鮮です。
　ご迷惑をおかけすることも多いとは思いますが、どうぞ
よろしくお願いいたします。

　町内に移住を希望される方の窓口やサポートを担当し
ています。
　これから空き家の調査や移住者の体制づくりなどで皆様
の地区にお邪魔すると思います。
　どうぞよろしくお願い致します。

地域おこし協力隊とは？

佐藤　由美

小野木　知亜希

松井　美佑紀

〜わたしたち地域おこし協力隊です！〜
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後
ま
で
中
継
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
が

残
念
で
し
た
。
ま
た
区
間
賞
の
子
ど
も

た
ち
を
伝
え
て
あ
げ
る
と
い
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
」

  「
先
日
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

利
用
の
ル
ー
ル
作
り
を
し
た
こ
と
で
番

組
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
自

身
が
ル
ー
ル
作
り
を
し
て
自
分
た
ち
の

言
葉
で
発
信
で
き
る
場
が
出
来
た
こ
と

は
す
ご
く
良
か
っ
た
。
あ
れ
は
こ
れ
か

ら
も
ず
っ
と
続
い
て
い
く
話
で
中
高
生

に
と
っ
て
も
重
要
な
話
だ
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
是
非
取
り
上
げ
て
い
っ
て

欲
し
い
」

  「
駅
伝
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
ら
で
は
の

臨
場
感
、
ま
た
ス
タ
ー
ト
前
の
盛
り
上

げ
方
な
ど
番
組
と
し
て
非
常
に
楽
し
め

ま
し
た
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
ス
ポ
ー
ツ

を
伝
え
る
と
い
う
の
は
難
し
い
と
は
思

い
ま
す
が
小
中
学
校
や
老
人
ク
ラ
ブ
の

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
は
結
果
だ
け
で
も

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
れ
ば
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
感
も
増
え
て
く
る
と
思
い
ま

す
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
は

  「
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
回
の
意
見
を
汲
み
取
り
、

今
後
の
番
組
制
作
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

３
月
25
日
、
第
68
回
エ
フ
エ
ム
小
国

番
組
審
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
会
に
は
宇
野
英
典
審
議
員
長
ほ

か
審
議
員
４
名
、
エ
フ
エ
ム
小
国
か
ら

は
河
津
和
明
社
長
ほ
か
２
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

審
議
員
か
ら
は

  「
テ
レ
ビ
に
関
し
て
は
番
組
の
年
齢

タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
は
ど
れ
く
ら
い
な
の

か
。
ス
ポ
ン
サ
ー
は
と
っ
て
い
る
の

か
。
テ
レ
ビ
で
も
Ｆ
Ｍ
の
周
波
数
の
告

知
を
。
深
夜
番
組
が
あ
れ
ば
面
白
い
の

で
は
な
い
か
。
ラ
ジ
オ
に
関
し
て
は
ス

ポ
ン
サ
ー
番
組
を
作
っ
て
雑
談
を
す
る

よ
う
な
番
組
、
年
齢
層
の
把
握
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
募
集
は
メ
ー
ル
以
外
に
も
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
に
も
対

応
す
る
と
幅
も
広
が
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
を
聞
い
て
い
ま
す
」

  「
市
況
速
報
が
な
い
日
は
、
そ
の
時
期

の
作
物
の
手
入
れ
方
法
な
ど
が
あ
る
と

家
庭
菜
園
を
す
る
方
も
多
い
し
喜
ば
れ

る
と
思
う
。
ま
た
駅
伝
中
継
で
は
私
も

レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
た

が
、
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

も
う
少
し
練
習
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た

と
自
分
で
反
省
し
て
お
り
ま
す
」

  「
駅
伝
は
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
区
間
の
短
い
と
こ
ろ
で
順
位
が
最

第
68  

回
エ
フ
エ
ム
小
国
番
組
審
議
会

小国町役場新規採用職員紹介

どうぞよろしくお願いします！！

教育委員会事務局　　波多野　大祐

建設課　　髙野　隼

産業課　　明石　隆真

税務課　　永野　貴大

　高校を卒業してから 12 年ぶりに故
郷に戻ってきました。生まれ育ったこ
の地で仕事ができることに感謝してい
ます。
　小国町の方々の力になれるよう精一
杯頑張ります。

　生まれ育った小国町で住民の皆様が
暮らしやすい町づくり、また明るく元気
な雰囲気づくりでもっと町を盛り上げ
ていけるよう全力投球してまいります。
　町民の皆様にとって身近な職員を目
指して頑張っていきます。

　生まれ育った小国町で働かせてい
ただくことになり、とてもうれしく思い
ます。柔道で培った「精力善用」「自
他共栄」の精神を忘れずに、まだま
だ不慣れな点もありますが小国町を
もっと良くしていける様に頑張ります！

　生まれ育った小国町で働くことがで
きとてもうれしく思っています。
　まだまだ慣れないことばかりで大変
なことも多いですが、これからしっか
り勉強して早く一戦力になれるよう努
力していきたいと思います。

今年度 7 名の職員を新規採用します。新人職員を２回に分けてご紹介します。
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消防・防犯

 

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う  

安
心
・
安
全
な  

小
国
郷

お
ぐ
に
け
い
さ
つ

243

地
域
安
全
コ
ー
ナ
ー

通報・相談先�
46-2110

　

今
年
度
の
全
国
統
一
防
火
標
語
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
付
け
で
、
北
部
分
署
も
定

期
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

○
異
動
し
た
職
員

　

消
防
一
課　

安
藤　

洋
一中

部
消
防
署
へ

　

消
防
一
課　

阿
南　

毅
佳中

部
消
防
署
へ

　

消
防
二
課　

岩
永　

孝
綱中

部
消
防
署
へ

　

消
防
三
課　

東　

賢
典

中
部
消
防
署
へ

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

○
異
動
し
て
き
た
職
員

　

消
防
一
課　

秋
吉　

宏
紀

　

消
防
二
課　

宇
都
宮　

亮

　

消
防
二
課　

西
村　

亮

　

消
防
三
課　

村
本　

涼

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

外
も
暖
か
く
な
り
、
山
菜
取
り
に
行
か
れ

る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
山
の
事
故
に
注

意
し
て
、
安
全
に
山
菜
取
り
を
行
う
た
め
に

も
事
前
準
備
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

① 

自
分
の
体
力
に
合
っ
た
計
画
を
立
て
ま

し
ょ
う
。

②
水
分
は
十
分
に
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

③
蜂
や
蛇
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

④ 

携
帯
電
話
な
ど
の
通
信
機
器
を
持
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

※ 

怪
我
や
体
調
が

悪
く
な
っ
た
ら

消
防
署
へ
連
絡

し
ま
し
ょ
う
。

（
携
帯
か
ら
も

１
１
９
で
つ
な
が

り
ま
す
。）

利
殖
関
係
の消費

者
ト
ラ
ブ
ル
多
発
！

そ
の
「
も
う
け
話
」
詐
欺
で
は
？�

～
悪
質
商
法
の
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に
～

　

未
公
開
株
や
社
債
、
商
品
相
場
、
外
国

通
貨
、
事
業
等
へ
の
出
資
や
投
資
話
な
ど
、

儲
け
話
に
関
す
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

利
殖
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、契
約
金
額
、

既
に
支
払
っ
た
金

額
と
も
に
非
常
に

高
額
で
、
当
事
者

は
高
齢
者
が
多
く
、

深
刻
な
状
況
で
す
。

【
問
題
点
】

○ 

無
登
録
業
者
に
よ
る
未
公
開
株
等
の
勧
誘

は
金
融
商
品
取
引
違
反
に
該
当
し
ま
す
。

○ 

購
入
さ
せ
た
未
公
開
株
を
「
あ
と
で
高

値
で
買
い
取
る
。」
な
ど
の
約
束
は
守

ら
れ
ま
せ
ん
。

○ 

過
去
に
投
資
経
験
の
あ
る
高
齢
者
等
が

狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

○ 
公
的
機
関
や
証
券
会
社
を
か
た
る
ケ
ー

ス
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

○
お
金
を
取
り
戻
す
こ
と
は
困
難
で
す
。

【
主
な
手
口
】

○
点
検
商
法

　

 　

無
料
点
検
を
装
っ
て
訪
問
し
、
修
理

が
必
要
な
ど
と
ウ
ソ
を
言
っ
て
、
必
要

の
な
い
工
事
を
施
工
し
た
り
す
る
手
口
。

○
送
り
付
け
商
法

　

 　

健
康
食
品
等
を
一
方
的
に
送
り
付
け

て
購
入
さ
せ
る
手
口
。

　

こ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
な
手
口
で
、
あ
な

た
の
財
産
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

【
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
】

◆ 

う
ま
い
話
、
絶
対
も
う
か
る
話
に
は
、

必
ず
落
と
し
穴
が
あ
り
ま
す
。

◆ 

一
人
で
判
断
せ
ず
、
家
族
、
知
人
、
相

談
機
関
に
相
談
す
る
。

◆
す
ぐ
に
契
約
し
な
い
。

◆ 

あ
い
ま
い
な
返
事
を

せ
ず
、
キ
ッ
パ
リ
と

断
る
。

平
成
２７
年
度��

全
国
統
一
防
火
標
語

定
期
異
動

「
無
防
備
な

心
に
火
災
が

か
く
れ
ん
ぼ
」

消
防
の
豆
知
識

180
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産　　業

●
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
粒
剤

【
用
途
】
家
の
周
辺
、
駐
車
場
な
ど

【
適
用
】 

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
ヨ

モ
ギ
、
ブ
タ
ク
サ
、
サ
サ
な
ど

１
袋
１
ｋｇ　

10
～
30
坪
分

●
フ
レ
ノ
ッ
ク
粒
剤

【
用
途
】 

開
墾
地
、
公
園
、
庭
園
、
宅
地
、

の
り
面
な
ど

【
適
用
】
竹
、
サ
サ
、
ス
ス
キ
な
ど

１
袋
２
．５
ｋｇ

目
安
と
し
て
１
反
当
り
２
袋
（
５
ｋｇ
）

※ 

た
だ
今
、
口
コ
ミ
に
て
『
よ
く
効
く
』

と
購
入
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
森
林
組
合
事
務
所
に
て

お
尋
ね
下
さ
い
。

　

４
月
の
市
況
の
状
況
で
す
が
、
降
り
続
く

雨
の
影
響
で
出
荷
量
が
例
年
に
比
べ
て
少
な

い
状
況
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
平
均
単
価

は
未
だ
低
迷
中
で
す
。
年
明
け
か
ら
徐
々
に

下
が
っ
て
い
る
状
況
で
、
昨
年
と
比
べ
る
と

１
，０
０
０
円
ほ
ど
安
く
取
引
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
隣
の
市
場
で
も
同
じ
よ
う
に
価
格
は

低
迷
し
、
平
均
単
価
が
か
な
り
下
が
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

出
荷
量
に
つ
い
て
は
、
天
候
が
回
復
し

て
き
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
徐
々
に
増

え
て
く
る
見
込
み
で
す
。
今
後
も
有
利
販

売
が
で
き
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
致
し

ま
す
の
で
、
木
材
出
荷
も
更
な
る
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

間
伐
・
伐
採
を
し
た
い
と
希
望
の
方
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
森
林
組
合
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。
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木
材
価
格
の
状
況

平
成
26
年
度
　
平
均
単
価（
全
体
）

除
草
剤
に
つ
い
て

（単位：円・１立方当たり）木 材 市 況 状 況
共　　販　　日 4 月 1 日 4 月 15 日
販　売　数　量 1,431㎥ 720㎥
販　売　金　額 14,619 千円 7,107 千円
総　　平　　均 10,213 円 9,876 円

樹種 長さ 直 径 直材平均 直材高値 直材平均 直材高値

杉

4m

10 ～ 13 12,090 14,000 11,110 11,110
14 12,240 12,710 11,800 11,800

16 ～ 18 11,920 12,340 11,100 11,500
20 ～ 22 12,570 13,500 12,830 13,890
24 ～ 28 13,130 13,960 13,540 14,000
30cm 上 13,210 15,000 10,650 13,600

3m

10 ～ 13 9,100 9,100 9,290 9,290
14 11,920 12,340 11,800 11,800

16 ～ 18 13,270 14,000 12,300 14,000
20 ～ 22 13,060 14,000 12,750 14,000
24 ～ 28 12,230 13,600 13,500 13,500
30cm 上 12,850 13,600 10,370 12,700

2m 16cm 上 6,500 6,500 6,500 6,500

6m
14 ～ 18 ― ― ― ―
20 ～ 28 ― ― 19,000 19,000
30cm 上 ― ― 15,000 15,000

桧
4m

10 ～ 18 ― ― 13,130 14,500
18cm 上 ― ― ― ―

6m 30cm 上 ― ― 14,350 16,100

品種 種別 今回取 
引頭数

平均取引価格

今回 前回 増減

あか
雌 6 458,100 464,040 - 5,940

去勢 9 578,640 492,775 85,865

黒
雌 12 462,690 458,280   4,410

去勢 10 537,840 541,080 - 3,240

計 37 ―― ―― ――

平成 27 年 4 月 5 日　小国家畜市場結果

市日 平均単価 市日 平均単価 コメント
4 月   1 日 11,106 10 月   1 日 11,789

塗 り つ
ぶ し は、
優 良 市
です。

4 月 16 日 11,172 10 月 15 日 12,103
5 月   1 日 11,047 11 月   7 日 19,841
5 月 16 日 11,575 11 月 17 日 11,323
6 月   2 日 10,109 12 月   1 日 11,252
6 月 16 日 10,063 12 月 16 日 11,159
7 月   1 日 9,835   1 月   7 日 11,625
7 月 16 日 10,543   1 月 20 日 11,390
8 月   1 日 10,767   2 月   2 日 11,161
8 月 18 日 11,981   2 月 16 日 10,767
9 月   1 日 11,796   3 月   2 日 10,394
9 月 16 日 12,807   3 月 19 日 10,751



　　　

　図書室は、役場より徒歩1～2分、元肥後銀行の建物「あ
みだ杉の館」に開館しています。平成 11 年の台風で倒
壊した阿弥陀杉のモニュメントも展示。
　蔵書は約 15,000 冊！館内には読み聞かせもできる絵本
のへや、20 席の学習室があります。県立図書館からの定
期配本や、保育園などへの読み聞かせも行っています。

◎貸出　小国町にお住まいか通勤・通学している方
◎おはなし会（乳幼児向け）
　第 1・3 土曜　10：30 ～ 11：00
◎図書室情報・お知らせ
　 広報おぐに、小国町フェイスブック、おぐにチャンネ

ル文字放送など
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子育てカレンダー
�カ� カンガルーのぽっけ　　　問子育て支援拠点　☎ 46-6656
�パラソル� パラソルセンター　   問パラソルセンター　☎ 46-5720
�開発� 開発センター

★自由遊び��カ�� �9：00～ 15：00
（活動内容により時間帯を変更することがあります）

5/18（月）、5/19（火）、5/20（水）、5/21（木）、5/22（金）、5/25（月）、
5/26（火）、5/27（水）、5/28（木）、5/29（金）
6/��1（月）、6/��2（火）、6/��3（水）、6/��4（木）、6/��5（金）、6/��8（月）、
6/��9（火）、6/10（水）、6/11（木）、6/12（金）、6/15（月）

★ぽっけの日��カ�� �11：00～
5/26（火）　北里河川公園ピクニック

★すくすく広場��カ�� �10：30～ 11：30
（0歳児・妊婦さん対象。保健師さんも来館します。）
5/19（火）　『足形で記念タペストリー作り』　
6/��9（火）　『子どもさんと一緒の時の防災を考えよう』
防災の話しと非常食体験。（小国町社会福祉協議会より）

★おもちゃ図書館“ミルク”��パラソル�� �9：00～ 11：30
5/24（日）、6/13（土）、6/28（日）
※おもちゃを借りて帰ることもできます。

★なかよしくまさん��パラソル�� �10：00～ 11：50
5/28（木）　親子３Ｂ体操�
6/11（木）　子育てクラブ『あおぞら』
　　　　　��親子トランポリン（小国ドーム11：00～）

★その他
6/��1（月）　絵本読み聞かせ　�カ��11：45～�
6/��3（水）　ブック・スタート　�開発��13：30～　
6/��4（木）　人権子育て講演会

絵本で疑似体験
　絵本を通して、いろいろな体験ができますね。動物たちに
会えたり、南の島や雪国の話だったり。実際にその場所に行
くのとは違って、絵だからこそ、自分を投影しやすく、自分が
そこにいるような感覚を覚え、空想が広がります。親子やきょ
うだいの関係や友だちとの関係などを気づかせてくれる絵本
もあります。モヤモヤした気持ち、引っ込み思案のドキドキや、
友だちがうらやましく思えたり…。そんな自分を絵本の中の主
人公に置き換えて、物語を疑似体験すると、ちょっとスッキリ
したり、自信が持てたりするもの。でもそれは即効的なもの
ではありません。ある時、ふと気づいたり、じわじわと心に落
ちていくもの。絵本は心に栄養を与えてくれます。
　小国町図書室をはじめ、小国町児童館の図書室、子育て
支援拠点にもたくさんの絵本がありますので、どうぞご利用
ください。貸出もしています。

子育ちコーナー

子育て・教育

　　　
͋Έͩਿの館　　���3310

։館࣌ ：݄ؒ ༵～౔༵10࣌から1࣌�
日ࡇॕ　館日�：�日༵ٳ

火花／又吉直樹
　別々のコンビを組む先輩と後輩が出
会い、議論を交わしながらお笑い哲学
を追求していく。お笑いから人間の真
髄を、「ピース」の又吉直樹が描いた渾
身の純文学。

なぜ、この人と話をすると楽になる
のか／吉田尚記
　ニッポン放送アナウンサーの著者が、自身が
持っていたコミュニケーション障害を分析。15年
以上かけて障害へのネガティブな概念を打破し、
コミュニケーションが楽にできると得とくした技
術を「ゲーム」として紹介している。メカニズムか
らコミュニケーションを理解できる本でもある。

●図書室にきな～い！●

本着新 内案ご

「あ・そ・ぼ」やで！／くすのきしげのり
　フランスから日本に転校したユキ
ちゃん。クラスメイトの勝手な盛り上が
りで心を閉ざします。しかし、そんな時
に優しい声をかけてくれた男の子ショ
ウくん。彼もかつての転校生でした。優
しいだけじゃなく、共感できることが
真の優しさではないのでしょうか。

子どもはなぜ勉強しなくちゃい
けないの？／おおたとしまさ　
　「なぜ勉強するの？」「有名大学に行
くことだけがいいのではない」7人の各
界の著名人が、子ども編・大人編に分け
て答える。大人にも、勉強の奥深さ、認
識の変革をもたらしてくれる一冊。



　小国町では、小国町内の飲食・小売・サービス等
の店舗において利用できるプレミアム付商品券（以下

「商品券」という。）を発行します。
　数種類の商品券を予定しており、高校生以下の子ど
もさんを持つ世帯、65 歳以上の方のみの世帯、一般
世帯用のそれぞれ小国町に住所のある方々向けに３
種類と町外者向け旅行券等です。
　発行に先立ちまして、その参画事業者を募集いたし
ますので、参画希望の方は、下記によりご応募くださ
い。
　尚、各団体の会員の方は、団体を通じ事業所をまと
められご応募ください。

◎募集期間　平成 27 年 5 月 30 日まで（一次締切）
◎応  募  先　小国町役場 情報課　☎46-2113

ご応募にあたっては次の各事項にご注意ください。

※商品券の利用対象とならないもの
　・ 出資や債務の支払い（税金、振込手数料、電気・

ガス・水道料金等）
　・ 有価証券、商品券、ビール券、図書券、切手、

プリペイドカード等の換金性の高いものの購入
　・たばこの購入
　・ 土地、家屋購入、家賃・地代・駐車料等の不動

産に関わるもの
　・自社商品の購買
　・ 事業活動に伴う原材料、機器類、仕入れ商品等

の調達
　・現金との換金、金融機関への預け入れ
　・公共団体への支払い
　・公序良俗に反するもの
　・当該商品券の交換又は売買　など

※その他留意事項
　・釣銭は出ません
　・利用期限を設定します。
　・現金との引き換えはしません
　・ 盗難、紛失、滅失又は偽造、模造等に対して発

行者は責を負いません。
　・ 参画店舗等で独自に利用対象としない商品を定め

る場合は、利用者が認識できるよう明示してくだ
さい。

　・ 医療業は高校生以下の子どもさんを持つ世帯・
65 歳以上の方のみの世帯が対象です。一般世帯
用は対象外です。

プレミアム商品券参画事業者の募集について「ふるさと納税」返礼品の募集説明会

　ふるさと納税は、自治体への寄附金です。
　小国町では、平成 20 年から「ふるさと納税」を
開始し、昨年度までの 7 年間でのべ 561 件、1,930
万円の寄附金をお寄せいただきました。
　初年度に 8 件、約 56 万円だったふるさと納税は、
平成 26 年度には 498 件、630 万円に増加していま
すが、全国には 1 億円をはるかに超す寄附実績を上
げている自治体も少なくありません。
　総務省をはじめとする多くの調査から、「ふるさと
納税」を増やす方策のひとつは、寄附者を魅了する
多様で魅力的な特産品（商品およびサービス）であ
ることが明らかになっています。
　そこで小国町では、町の収入となる寄附金を増や
すとともに、町内産業の振興を図るため、広く町内
の法人や団体、個人事業者の皆様から、小国町のふ
るさと納税の返礼品にふさわしい特産品と協賛事業
者を募集します。

ふるさと納税のしくみ

　つきましては、下記のとおり募集説明会を開催しま
すので、ふるってご参加ください。
　また、募集案内は役場ホームページから入手でき
るほか、役場政策課やゆうステーションなどの施設
にもおいてありますので、お気軽にお尋ねください。

◎日時　5 月 18 日（月）　19：00 ～ 21：00
◎場所　開発センター　301
◎対象　 返礼品となる商品やサービスの提供を希望

する町内の法人や団体、個人事業者ならど
なたでもご参加いただけます

◎申込　不要。直接、会場にお越しください。
　問小国町役場 政策課　☎ 46-2118

※例）町が 1 万円の「ふるさと納税」を受けると、協賛事業
者から寄附者に 5,000 円相当の返礼品を送ってもらいます

送付先を連絡
＋

5,000 円を支払い

1 万円の寄付
＋

返礼品を選択

5,000 円相当の
返礼品を発送

寄附者

小国町 協賛事業者
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町立保育園の臨時職員を募集します

◎募集人員　2 名程度　
◎業務内容　3 歳未満児の保育及び保育補助
◎応募資格　保育士証を有する方、保育補助につい
　　　　　　ては子育て経験のある方
　　　　　　（年齢・性別は問いません）
◎給　　与　小国町非常勤職員等規定による
　　　　　　通勤手当・社会保険あり
◎勤　　務　平成 27 年 7 月 1 日～
　　　　　　平成 27 年 12 月 31 日（更新有）
　　　　　　 8：30 ～ 17：15（時差出勤あり）
◎応募方法　写真付履歴書を宮原保育園に提出
　　　　　　してください
◎申込期限　 5 月 29 日（金） 
　問宮原保育園　☎46-2439

ひまわりプロジェクトのお知らせ

　小国町では、昨年から福島復興の一環として、グリー
ンコープの紹介で、ボランティアの皆さんに福島から
取り寄せたひまわりの種を植付して、景観を楽しんだ
後に、種を収穫して、福島に食用油として送付してお
ります。あくまでも、ボランティアですが、参加希望
される方は、下記までお申込みください。
◎目　　　的　福島復興支援
◎内　　　容　ひまわりを植付後、種を収穫する。
◎申込み期限　平成 27 年 5 月 18 日まで
　問小国町役場産業課　☎ 46-2112
　※希望者が多い場合は、調整させて戴きます。

若い方のお仕事探しをお手伝いします！

　阿蘇地域振興局１階に「ジョブカフェ・阿蘇ブラン
チ」を開設しております。
　就職に関するご相談等について、お気軽にご利用
ください。
◎対　　象　おおむね 35 歳未満の方又は保護者の方
◎相談時間　平日 10：00 ～ 17：00
　　　　　　（土・日・祝祭日は休み） 
　問ジョブカフェ・阿蘇ブランチ
　　☎ 22-8178　　携帯：080-5282-9396
　　E-mail： aso-satellite-in@ezweb.ne.jp  
　　　　　　 jck.aso.satellite@gmail.com

　阿蘇保健所では、ＨＩＶ検査を以下のとおり実施し
ています。
　エイズは、ＨＩＶというウイルスに感染しておこる
病気です。感染から発病まで、数年の潜伏期があり、
感染していても早期に発見し治療を始めることで、発
病を予防することができます。不安のあるかたは検査
を受けましょう。
＜検査日時＞
　毎週水曜日　13：00 ～ 16：00
　毎月第１木曜日　17：00 ～ 19：00
※無料、匿名検査。要予約。
　結果は採血後、約 1 時間でお知らせします。
お問い合わせ・予約先
　阿蘇保健所保健予防課　☎32-0535

ＨＩＶ（エイズ）検査を受けましょう

くまもと未来会議リレー会議の参加者募集！

熊本県職員・警察官の採用試験を実施します

　誰もが長寿を楽しみ、生き生きと暮せる地域づくり・
人づくりを目指して、東京大学 秋

あきやま

山 弘
ひろ

子
こ

教授、国立
社会保障・人口問題研究所 森

もり

田
た

 朗
あきら

所長と、本県の
蒲島知事が、「本当の安心を実現するために」をテー
マに議論します。
◎日時　平成 27 年 5 月 28 日（木）14：30 ～
◎場所　 水俣市総合もやい直しセンター「もやい館」

もやいホール
◎定員　100 人（入場無料）
　問熊本県企画課　☎096-333-2018

※ 募集職種、受験資格等や受験申込書の配布場所に
ついては、県ホームページをご覧いただくか、県
人事委員会事務局までお問い合わせください。

　問県人事委員会事務局　☎ 096-333-2733

熊本県職員・警察官

くまもと未来会議

試験の種類 第1次試験日 申込受付締切日
（当日消印有効）

①県職員
（大学卒業程度、

免許資格職） 6月28日（日） 5月15日（金）②県職員
（ 民 間 企 業 等 経

験者対象）
③警察官

（警察官Ａ） 7月12日（日） 5月22日（金）

募集・お知らせ
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～自動車税の納付は6月 1日（月）までに～
　熊本県から、自動車税の納税通知書を 5 月初めにお
送りしています。
　納期限の 6 月 1 日（月）までに、お近くの金融機関
やコンビニエンスストア、熊本県の各広域本部、各地
域振興局（ただし、鹿本については山鹿市役所内）、自
動車税事務所で納めていただきますようお願いします。
　問熊本県県北広域本部総務部収税課
 　　☎0968-25-4116

自動車税についてのお知らせ税に関する一般的な相談は「電話相談センター」へ

個人で事業を行っている方の記帳・帳簿等の保存について

無料登記相談所開設（予約制）

　国税に関する一般的なご相談は「電話相談セン
ター」をご利用ください。熊本国税局税務相談室の
職員がご相談をお受けします。
～電話相談センターご利用の際の手順～
１　最寄りの税務署に電話します。
２　自動音声案内に従い、番号「１」を選択します。
３　 自動音声案内に従い、相談したい内容の番号を

次の中から選択します。
　  　①　年金や給与又は事業などの所得税
　  　②　相続税や贈与税又は譲渡所得
　 　 ③　法人税や源泉所得税又は年末調整
　　  ④　消費税や印紙税
　 　 ⑤　その他のお問い合わせやご不明の場合
　なお、税務署からのお尋ねや納付相談、又は職員にご用のあ
る方は、自動音声案内に従って、番号「２」を選択してください。
　問阿蘇税務署　☎ 22-0551※自動音声案内

　個人の白色申告の方で、事業や不動産貸付等を行う
全ての方（所得税及び復興所得税の申告が必要ない方
も、記帳・帳簿等の保存制度の対象となります。）は、
記帳と帳簿書類の保存が必要です。記帳する内容は、
売上げなどの収入金額、仕入れや経費に関する事項に
ついて、取引の年月日、売上先・仕入先その他の相手
方の名称、金額、日々の売上げ・仕入れ・経費の金額
等を帳簿に記載します。記載に当たっては、一つ一つの
取引ごとではなく、日々の合計金額をまとめて記載する
など、簡易な方法で記載してもよいことになっています。
　なお、制度の詳細については、国税庁ホームペー
ジ（www.nta.go.jp 又は　　　　 　　　　 ) の「個
人で事業を行っている方の記帳・帳簿等の保存につ
いて」をご覧ください。
　また、税務署が実施する「記帳説明会」等については、
最寄りの税務署の所得税担当までお問い合わせください。
　問阿蘇税務署　☎ 22-0551※自動音声案内

　熊本地方法務局による無料の登記相談所が下記のと
おり開設されます。当日は、土地・建物等の売買・贈与・
相続等の登記に関する相談について熊本地方法務局
職員が対応しますので、お気軽にご相談ください。
◎日　時　6 月 18 日（第 3 木曜）10：30 ～ 15：00
　　　　　まで（12：00 ～ 13：00 を除く）
◎場　所　阿蘇市役所２階会議室
◎予　約　熊本地方法務局阿蘇大津支局
　　　　　☎ 096-293-2272

　隣保館では、交流や学習を通じて人権を考える ｢地
域交流促進事業ふれあい教室｣ の受講生を募集しま
す。ご希望の方は、お気軽にお問合せください。
◆パソコン教室 エクセルを使っての簡単な処理
　◎期　日　6月8日～ 7月3日までの月・金【全８回】
　◎時　間　9：30 ～ 11：30
　◎内　容　簡単なグラフ・家計簿の作成など
　◎場　所　小国町隣保館　会議室
　◎対　象　小国町在住のおとなの方
　◎定　員　10 名
　◎参加費　500 円
　◎締　切　5 月 29 日（金）17：00 まで
◆はじめての絵てがみ
　◎期　日　6月～ 9月　主に第 1･ 第 3 火曜【全 8 回】
　◎時　間　19：00 ～ 20：30
　◎内　容　絵てがみの作成
　◎場　所　小国町隣保館　会議室
　◎対　象　小国町在住のおとなの方
　◎定　員　10 名
　◎材料費　500 円（その他必要な場合あり）
　◎締　切　5 月 22 日（金）17：00 まで
　問小国町隣保館　☎ 46-5720

｢ふれあい教室｣受講生募集

国税庁

　熊本県しごと相談・支援センターでは、労働時間、
賃金、解雇等の労働条件に関することや職場でのト
ラブルについて、問題の解決に向けた助言を行って
います。
　より高度で専門的な助言が必要な場合は、弁護士
による特別労働相談も実施しています。
　問熊本県しごと相談・支援センター　☎ 096-352-3613
　　熊本市中央区水道町 8-6 朝日生命熊本ビル 1 階

弁護士による 特別労働相談のお知らせ！
（相談無料・事前予約制）
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水�道�当�番�店
（ 有 ） 宇 野 電 器 ☎ 46-2240

17 日 （ 有 ） 財 津 総 業 ☎ 46-2819
キタザト商店水道部 ☎ 46-6148
（ 有 ） 産　　　　 興 ☎ 46-2507

24 日 （ 有 ） 穴 井 住 設 ☎ 46-2331
宮 崎 水 道 ☎ 46-5048

31 日

小 野 水 道 工 事 店 ☎ 46-3190
佐 藤 設 備 ☎ 46-5174
た か の 住 設 ☎ 46-2731
北里電業水道設備（有） ☎ 42-1009

7 日 大 塚 水 工 ☎ 46-2163
志 屋 水 道 ☎ 46-4625

14 日

（ 有 ） 伊 藤 設 備 ☎ 46-2231
（資）小国資源開発 ☎ 46-4078
瀬 尾 設 備 ☎ 46-3580

5

6

消�費�生�活�相�談
問消費者生活相談窓口　☎ 46-2208

火 　  5 / 19・26　　　6 / 2・9

木 　  5 / 21・ 28　　　6 / 4・11

　　　　◎場所　小国町役場１階 相談室
　　　　◎時間　9：00 ～ 16：00
※ 訪問販売・悪質な商品販売で契約をしてお困りの
かた、債務問題でお悩みのかたは、気軽にご相談
ください。
※電話相談も受け付けています。

税�務�課�告�知�板
問小国町役場 税務課　☎ 46-2130

　今月の町税についてお知らせします。
　　◎固定資産税
　　◎納期限及び口座振替日：5月25日（月）
　税額を通知書でご確認の上、納期限内に納付をお
願いします。

学�校�公�開�日
 6 /15 月 小国小・小国中　　9：30 ～ 12：30

　小国郷にお住いまたはご出身の「未申還暦会
（昭和 30・31 年生まれ）」の皆様から、ご寄付
をいただきました。また、滋賀県草津市の山代
谷勉様から 5 千円、東京都目黒区の大久保ミツ
イ様から 5 千円、宮城県仙台市の方から 1 万円、
東京都品川区の津和崎宏児様、本田智久様、小
菅恵里様、その他匿名の 19 名の方々から、合計
25 名の皆さんからふるさと寄附金を頂きました。
　ご厚意に感謝し厚く御礼申し上げるとともに、
ご意向に応えられるよう有意義に活用させていた
だきます。

小国町

休日在宅医
5/16 ～
　　　6/15 小 国 公 立 病 院 ☎ 46-3111

  5/17 問 端 内 科 ☎ 32-0102

  　24 小 野 主 生 医 院 ☎ 32-0039

  　31 阿 蘇 温 泉 病 院 ☎ 32-0881

  6/  7 市 原 胃 腸 科 外 科 ☎ 34-1211

  　14 一 の 宮 整 形 外 科 ☎ 22-3911

社 協 告 知 板

ふるさと寄附のお礼

　この度、次の方々からご寄付いただきましたの
で、お礼とともにお知らせ致します。

　○香典返しとして
　　上田　　　河津　恵子 様　故人　英次 様
　　黒渕古屋　市原　律子 様　故人　一郎 様
　○寄付として
　　日本生命保険相互会社熊本支社阿蘇営業部
　　（車椅子）

　皆様からいただきました寄付金は、小国町の社
会福祉事業に有意義に使わせていただきます。

小国町社会福祉協議会
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16 土
小国小・小国中合同運動会
図書室おはなし会 �図書  10：30 ～ 11：00

17 日

18 月

19 火

20 水

21 木 1歳6ヶ月児健診 �開発 受付 13：00 ～ 13：15

22 金

23 土

24 日

25 月
心配ごと相談 �パラソル 10：00 ～ 11：30
無料法律相談 �開発 10：00～ 15：00

26 火

27 水

28 木

29 金

30 土

31 日

1 月

2 火

3 水
3 ～ 4ヶ月児健診・6～ 7ヶ月児健診
　　　　　 �開発 受付 13：00 ～ 13：15

4 木

5 金
年金相談 �開発405号室 10：00 ～ 15：00
【予約制☎ 096（367）2503】

6 土 図書室おはなし会 �図書  10：30 ～ 11：00

7 日

8 月 心配ごと相談 �パラソル 10：00 ～ 11：30

9 火

10 水

11 木

12 金

13 土

14 日

15 月 行政相談 �パラソル 10：00 ～ 12：00

6

5

5 16 615
皐月 水無月

15

おぐにのカレンダー   �パラソル� パラソルセンター　 �開発� 開発センター　 �図書� 小国町図書室

元気クラブ
問地域包括センター　☎ 46-2116

26 火 13：30 ～ 倉原公民館

27 水
9：30 ～ 北里 3 部集会所

13：30 ～ 室原集会所

28 木
9：30 ～ 宮原 7 部集会所

13：30 ～ 西里多目的集会所

29 金
9：30 ～ 宮原 2 部集会所

13：30 ～ 西村公民館

3 水
9：30 ～ 塩井川公民館

13：30 ～ 悠ゆう館

4 木
9：30 ～ 黒渕公民館

13：30 ～ 杖立温泉会館

5 金
9：30 ～ 万成寺公民館

13：30 ～ 旧下城小体育館

9 火 13：30 ～ 倉原公民館

10 水
9：30 ～ 北里 3 部集会所

13：30 ～ 室原集会所

11 木
9：30 ～ 宮原 7 部集会所

13：30 ～ 西里多目的集会所

12 金
9：30 ～ 宮原 2 部集会所

13：30 ～ 西村公民館

17 水
9：30 ～ 塩井川公民館

13：30 ～ 悠ゆう館

18 木
9：30 ～ 黒渕公民館

13：30 ～ 杖立温泉会館

6

5

※ カレンダーの行事やイベントの開催日時は変更される
ことがあります。その場合は、ラジオや文字放送でお
知らせします。
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町のうごき
平成27年4月1日現在（前月比）

総人口　7,620人　（−54）

男　性　3,606人　（−�32）

女　性　4,014人　（−22）

世帯数　3,087戸　（−���6）
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編  集  後  記

表紙の写真

　下城若宮神社に伝わる宝物として、
広報12月号で「銅戈（4本）」をご紹
介しましたが、これと並んで同地区・
地元の皆さんによって大切に保存され
てきたもう一つの文化財が、「下城若
宮神社能面」です。
 　これは、木製の小ぶりのお面で、
木葉形の目に大きな丸い瞳をくりぬい
た素朴な作りとなっています。頭部に
は植毛の穴が残り、皺の多いところか
ら尉面か老婆あるいは猿であったので
はないかと推測されます。
　下城滝のすぐ近く断崖の要所に、下
城・内城と呼ばれる城址があります。
能面と一緒に保存されてきた箱書きの
書付けによると、永禄年半ば（室町時
代）に、下城氏が内城に在城の頃に能役
者をしていた人から伝わったお面を若
宮神社に奉納したことがわかります。

また、書付けに記された口上を、代々
地元住民が守り継いで来たことで今日
まできれいな状態で保存されてきまし
た。
 　小国町文化財保護委員会では、
様々な文献や調査報告書などを収集し
た結果、町内に現存するお面は数少な
く、すでに町指定となっている鉾納宮
社のコンロン面（平安朝時代）の他、
江戸時代のものはあっても室町時代の
面でこのように保存状態の良いものは
他に現存していないと判断され、平成
27年3月6日に小国町指定文化財とし
て指定されました。

小国のお宝⑯

　このコーナーでは、小国町にある文化財をご紹介します。今月は、今
年３月に新たに指定された有形文化財をご紹介します。

町指定有形文化財（工芸品）
～下城若宮神社能面～

平成 27 年 3 月 6 日登録

　 　 寸　　法　　面長 18.0cm
　 　 　　　　　　面幅 13.1cm
　 　 　　　　　　面高 7.7cm
　 　 材　　質　　木　製
　 　 製作時代　　室町時代
　 　 製  作  者　　不　明

　町内の各学校や保育園などが、

入園・入学式を終え、それぞれが

新しいスタートを切りました。

　この春、役場にも仲間たちが新

たに入庁。新しい風を吹き込み、

これからの町の支えになっていく

ことを期待しつつ、一緒に小国町

を盛り上げていければいいなと思

います。

　そして、私自身も４月に情報課

に異動になりまして…。先月号の

編集後記で「酒とタバコを控えて、

今年は花粉症の症状が出ていない」

と書いていた「オヤジさん」から、

広報おぐにの編集担当を引き継ぐ

ことになりました。

　センスや文才に自信はありませ

んので、住民の皆さんのお力をお

借りして、紙面を作っていければ

と思っています。どうぞよろしく

お願いします！� （リエ）

　今月号の表紙には、5月の名物行

事でもある杖立温泉伝承芝居の写

真を掲載させて頂きました。

　この大衆演劇は、温泉の恵みに

感謝する「杖立温泉祭り」のメイ

ンイベントです。戦前・戦時中・

戦後と地元の青年団を中心に様々

な人の支えがあって、続けられて

きたこの芝居も、指導者不在で、

活動を休止した時期もあったとの

こと。昭和 41 年に見事復活を遂げ

て、今年は 50回目の記念公演。

　忙しい合間をぬっての練習で、

短期間での仕上げとなりますが、

芝居を作り上げていく過程での人

と人の深い関わりが、この地域を

作り上げてきた源であるようにも

思えます。

　半世紀の歴史ある大衆演劇！今

年も楽しみにしています。


